
高校は、子どもが夢に向かって成長する上で
大切な期間。公立・私立を問わず、行きたい
学校に進んでほしいと思うのが親心ですが、
先立つものの不安から私立高校への進学を
躊躇してしまう家族も少なくありません。
そんな家族を支えるため、高等学校等就学
支援制度が充実し、子どもたちの
進路の選択肢が広がりました。

岐阜県の私立高校授業料の

無償化支援
私立で

自分らしさを
見つけよう！

●子どもの選んだ学校のおかげで成績も
　上がり、真剣に勉強に取り組む姿勢が嬉しい。
●勉強も部活動もきめ細かく見てもらえる。
　学校を選んだ子どもを信じてよかった。
●先進的な教育環境の中で、
　親身できめ細やかな教育が受けられる。
●先生方と生徒がしっかり向き合っている。
　子どものやる気を引き出すのがうまい。

他にも、各校独自の奨学金制度・特待生制度もあります。
詳しくは各校のページをご覧ください。

就学支援金のお問い合わせ先／岐阜県庁 環境生活部 私学振興・青少年課　TEL 058-272-1111（内線 3032～3035）
　　　　　　　　　　　　　　E-mail ／ c11151@pref.gifu.lg.jp　https://www.pref.gifu.lg.jp/page/2210.html

●塾に通わなくても行きたい大学に合格させてくれるような
　モチベーションを持たせてくれる。
●就職に有利な資格が受験できる。
　就職のための面接の練習など就活の面倒見が良い。
●親、子ども、先生との距離が近いし、相談しやすい。
　生徒の良いところを見つけて伸ばしてくれる。面倒見が良い。
●大学進学について熱心で、先生がずっとそばにいてくれる。
　先生の異動もなく、信頼できる先生と過ごせる。
●個性あふれるのが私立高校。塾に行かずに学校のことだけで頑張れる。
●通信制高校でも中学の勉強の学び直しがあるところが嬉しかった。

補助対象 授業料及び入学金
対 象 者 高等学校等授業料軽減補助金及び入学補助金

は生徒及び保護者等が岐阜県内に住所を有す
ること。

 保護者等の「課税所得」を基準として判定します。
対象学校 岐阜県内の私立高等学校（全日制・通信制）

申請方法等 入学時に学校から案内があります。学校に相談してください。
世帯年収の目安 【市町村民税の課税標準額×6％】
 　　　　－ 【市町村民税の調整控除の額】が、
 154,500円未満 ➡ 年収590万円未満
 251,100円未満 ➡ 年収800万円未満
 ※世帯収入の判定は、家族構成によっても異なります。
 　手続きも含めて、詳細については各学校に問い合わせてください。

世帯の年収910万円未満は  118,800円補助
ただし、年収590万円未満は 396,000円補助

教科書学用品等の授業料以外の教育費の負担を軽減するため、非課税世帯等の生徒に対し、県か
ら奨学給付金が支給されます。

●保護者が岐阜県内に在住していること
●就学支援金支給対象の高等学校に在学していること
※非課税世帯（第2子）とは、当該高校生以外に、15歳（中学生を除く）以
上23歳未満の扶養されている兄弟姉妹がいる世帯の場合をいいます。

※物価高騰加算分として、非課税世帯については4,000円を加算

私立高校生への授業料支援01
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私立高校に通う生徒には、家計所得に応じて授業料が補助されます。

世帯の年収が590万円未満の生徒に対し、
一定額が補助されます。

入学金の平均額 
136,250円

396,000円
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237,600円

118,800円国の制度 県の制度

国の制度 国の制度

岐阜県の私立高校
平均授業料額と同額

合計

入学金の平均額
70,000円

YouTubeで知ろう
私立高校のいいところ

オンライン教育の巻 私学のいいところベスト3

私立高校生への就学支援制度

お金で進路は決めたくない！
高校へ行くなら私立！

高等学校就学支援金（国の制度）

世帯の年収590万円以上800万円未満は237,600円補助

※通信制高校で単位毎に授業料が決められている場合は、1単位当たり
で支給されます。

※通信制高校の県制度支給を加えた上限額は178,200円

高等学校等授業料軽減補助金（県の制度）

（一社）岐阜県私学振興会　岐阜県私立中学高等学校協会

私立高等学校の入学金に
対する補助金ができました

非課税世帯等の生徒には奨学給付金制度があります

補助の要件　

を
知ろう！

補助額50,000円全日制
高　校

通信制
高　校

補助額
23,000円

生活保護
受給世帯

全日制

通信制
52,600円

137,600円

52,100円

152,000円

非課税世帯
（第1子）

非課税世帯
（第2子）※

条件によっては、
最大年間

156,000円が
助成されます。

支給
要件

『実際はどうなの？私立高校って！？』
　　　　　　私立高校生の保護者の声


